
　保土谷化学グループでは、中長期的な成長や企業価値向上についてのご理解をより一層深めていただくために、2017年度より統合報
告書を発行しております。
　「保土谷化学グループレポート 統合報告書2024」では、中期経営計画における目指す姿（2025年度）、ありたい姿（2030年度）に向
け着実に前進する中、保土谷化学グループが目指す姿の実現に向けた財務・非財務の取り組みを紹介しております。100年先も「化学で
夢のお手伝い」をするために、保土谷化学グループが現在優先的に取り組むべき課題をご説明するほか、化学メーカーとしての責務を果
たすべく、サステナビリティへの取り組みをはじめとする諸施策を財務価値につなげる価値創造ストーリーをご提示するとともに、化学企
業として気候変動に真摯に取り組んでいる状況につきまして気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）に沿った情報開示を継続して
おります。
　私は、本報告書の制作に関する総轄責任を担う役員として、その作成プロセスが正当であり、かつ記載内容が正確であることを、ここ
に表明いたします。
　本報告書が、株主・投資家をはじめとする幅広いステークホルダーの皆様に、保土谷化学グループの持続的成長および持続可能な社
会の実現に向けた取り組みをご理解いただく一助になれば幸いです。

 取締役 兼 常務執行役員　佐藤 伸一
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レジリエンス力を向上させる仕組み

6ヵ年の主要財務データ

真正性表明

リスクマネジメント
データ

基本的な考え方

　保土谷化学グループに損害を与える違法行為、品質不良、天災、感染症、情報漏洩その他のリスクについて、損害を
最小化するために保土谷化学グループとしてのリスク管理体制を整備しております。
　また、企業価値を維持、増大し、企業の社会的責任を果たし、グループの持続的発展を図るため、全役職員がリスク認
識を向上させ、全員参加によりリスクマネジメントを推進する取り組みを行っております。

■ リスクマネジメント委員会
　保土谷化学グループは、「リスクマネジメント委員会規程」
に基づき、リスクマネジメント委員会を設置しております。
　同委員会を定期的に開催し、保土谷化学グループ全体
として、リスク認識を深めた上で、リスク軽減策を策定し、
対応状況の進捗確認を実施するとともに、「危機管理規
程」に基づき損害を最小化する取り組みを行っております。
　委員会での討議内容は、取締役会および経営会議に付
議・報告しております。

■ 2024年度の全体的なリスク認識
　2024年度のリスクマネジメント委員会では、全体的な
リスクとして以下を認識しております。
　

■ 2023年度の討議内容
　2023年度に行われたリスクマネジメント委員会での討
議内容は、左図のリスクマネジメントサイクルに基づき、
主に販売リスク・製造リスク・購買調達リスク等について
議論を行いました。

■ 情報セキュリティ
　保土谷化学グループは、会社情報を機密として管理す
るとともに、情報セキュリティを確保することは、事業活
動の基本であり、社会的責務であると認識しております。
｢情報セキュリティの方針｣を策定し、本方針には、情報の
適切な入手・利用・開示・管理・保護の取り組みやセ
キュリティ対策を明記し、不正競争防止法、インサイダー
取引規制等の関連法規の遵守も定めております。
　また、全役職員を対象に情報セキュリティ意識の向上
を目的とした教育を実施しております。

①  インフレの高止まり
②  金融政策の引き締め長期化（日本の場合は緩和維持→円安長期化）
③  公的債務増大に伴う財政支援の縮小
④  民主主義と専制主義の衝突、世界多極化の方向、欧米での中
間層瓦解による政治分断

⑤  世界経済のデカップリング、中国経済停滞、資源価格の再高騰

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

売上高 37,548 37,771 41,199 41,879 43,324 44,261

　機能性色素 10,912 11,855 16,503 17,581 17,990 21,238

　機能性樹脂 12,327 11,717 10,255 10,760 11,580 8,341

　基礎化学品 6,799 7,156 6,866 6,753 7,152 7,846

　アグロサイエンス 5,288 4,951 5,554 4,838 4,628 4,940

　物流関連 2,035 1,932 1,848 1,780 1,874 1,704

営業利益 3,028 2,902 5,444 6,421 3,701 3,951

　機能性色素 966 1,182 4,028 4,598 2,602 3,197

　機能性樹脂 587 531 359 888 861 △94

　基礎化学品 545 589 436 291 △575 207

　アグロサイエンス 409 205 222 330 457 376

　物流関連 487 397 361 298 341 250

経常利益 3,104 3,058 5,841 6,914 4,211 4,711

親会社株主に帰属する当期純利益 1,883 1,858 3,119 3,251 2,223 2,480

総資産額 57,140 54,903 62,609 66,448 72,051 81,157

純資産額 36,860 37,040 43,654 47,912 49,897 57,443

1株当たり純資産額 （円） 4,299.75 4,294.69 4,885.72 5,230.81 5,405.73 6,014.71

1株当たり当期純利益 （円） 238.40 235.15 394.25 410.69 280.65 312.63

自己資本比率 （%） 59.5 61.8 61.8 62.3 59.5 58.8

ROE 5.6 5.5 8.6 8.1 5.3 5.5

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,525 3,597 5,380 6,143 1,058 8,343

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,351 △2,060 △2,689 △3,569 △7,036 △3,950

財務活動によるキャッシュ・フロー 668 △2,049 △424 △1,848 2,288 △2,067

1株当たり配当金 （円） 50.0 50.0 50.0 60.0 65.0 75.0

DOE 1.4 1.3 1.2 1.3 1.4 1.6

配当性向 （%） 20.9 21.2 12.6 14.6 23.1 24.0

PBR 0.75 0.72 0.99 0.84 0.56 0.61

（百万円）
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保土谷化学グループの「当たり前」を守るために

　私は IT統括部に所属し、システムの保守・運用業務に加え、従業員の情報セキュリティに対する
意識向上にも取り組んでいます。システム的な対策だけではなく、一人ひとりに情報セキュリティを
自分事として捉えてもらえるよう、定期的な情報発信を行うほか、疑似的なフィッシングメールを用
いた実践的なトレーニングも毎年計画的に実施し、意識の維持・向上に努めています。また、日常
業務において小さなことでも気軽に連絡・相談しやすい環境を整えることで、有事の際にも迅速に
対応できる環境作りを心掛けています。今後も保土谷化学グループの事業活動を支える情報セキュ
リティのさらなる向上を目指して、さまざまな取り組みを展開していきます。 （IT統括部　T.M）

VOICE

関連するマテリアリティ

●  リスクマネジメントの徹底

●  各部門・グループ会社でリスク分
類より認識するリスクを抽出

●  リスクを「金額の重要度」「発生  
頻度」からスコア化

●   レビューの実施  
内容を取締役会、  
経営会議へ報告

●  会議体での提言内容を各部門・
グループ会社へフィードバック

●   抽出されたリスクに対する  
リスク軽減策を策定

●  リスク軽減策の実施

●  事務局でスコアの高いリスクを  
ピックアップ

●  リスクマネジメント委員会で  
リスク軽減策の進捗状況をレビュー

リスクマネジメント
サイクル

リスク評価手順

※特にKGI/KPIを阻害するリスクをKRF（Key Risk Factor）として認識

詳細はホームページをご覧ください
https://www.hodogaya.co.jp/company/
governance/management/

https://www.hodogaya.co.jp/company/governance/management/
https://www.hodogaya.co.jp/company/governance/management/



